
週間国際経済２０１５ （１６）          金俊行（きむじゅねん） 

０７／１３～０７／１９ 

 

07/14・ユーロ圏首脳会議 ギリシャ条件付き支援合意（13日ブリュッセル）＜１＞ 

    15日までに年金改革など財政法案を議会で可決すれば３年で11兆円超支援実施 

 

07/15・安保法案、与党単独可決（衆院特別委）＜２＞ 

  ・イラン核協議最終合意 制裁解除、原油輸出拡大へ ＜３＞ 

    核拡散に歯止め 中東新秩序へ一歩 対「イスラム国」米と共闘も 日欧企業、商機狙う 

  ・中国、７％成長で横ばい 4-6月 政策動員で目標維持 ＜４＞ 

  ・日銀金融政策決定会合 16年度物価見通し下げ 1.9％上昇 緩和は維持 

 

07/16・米利上げ「年末までに」イエレンFRB議長、米下院で証言 経済見通しに明るさ 

  ・IMF、対ギリシャ「大幅な債務減免必要」最新の報告書で指摘 

  ・米、安保法案可決を歓迎 国務省報道官 「同盟強化の努力を歓迎する」 

    法案は国際的安全保障に「日本がより積極的な役割を果たすことにつながる」 

  ・ギリシャ議会 改革法案可決 

    アテネで改革反対デモ 公務員らも相次ぎスト 

 

07/17・安保法案衆院通過 集団的自衛権行使へ転換 

 ⇒ポイント解説あります 

  ・ギリシャに追加資金 欧州中銀、銀行再開を支援 EU、国債償還へつなぎ融資も 

  ・投資マネー、ドル回帰 FRB議長「年内利上げ」で 金や原油下落 ＜５＞ 

  ・車販売、米頼み鮮明 1-6月、新興国軒並み低調 ＜６＞ 

 

07/18・世界銀行、アジア投資銀行と協調融資具体化へ協議 今年後半に 

    キム世銀総裁「AIIBは重要なパートナーであり共通の目標がある」 

  ・東南アジアからマネー流出 米利上げ・中国景気減速でリスク回避に傾斜 ＜７＞ 

    マレーシア・リンギ、インドネシア・ルピアともに通貨危機以来の安値 先進国へ逆流 

  ・EU、ギリシャ支援決定 独が承認 つなぎ融資1兆円弱 

  ・新国立競技場、首相「白紙に」秋までに新計画、再びコンペ 20年春完成 

 

07/19・日本景気回復、足取り鈍く 中国の減速で輸出に影 

    中国株安→中国消費低迷、自動車販売減→日本自動車生産低迷、訪日観光客消費減  

 

 

 

 

 

 



 


